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研究成果の概要（和文）：
本研究では、戦後日本の幼児保育の展開を、制度、行財政、理論、カリキュラム、保育実践、

保育者の養成と現職研修といった側面から、総合的、実証的に明らかにすることを課題とした。
幼保一元化や幼児保育の義務制、保育者養成に関する戦前期からの議論を整理、分析して、戦
後の制度改革の性格を解明するとともに、幼保二元化制度の成立と幼稚園・保育所における保
育実践や現職研修について資料をもとに具体的に描き出し、戦後日本の幼児保育の展開とその
特質を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：

The purpose of this study is to clarify the actual situation of early childhood education

and care in Japan after World War Ⅱ through comprehensive and evidential analyses of

the system, administration, finance, theory, curriculum, practice, training for teachers

and so on. This study shows the own quality of the reform of educational system in Japan

after World War Ⅱ, the establishing process of two-branched system of kindergarten and

day nursery, and the practice and training for teachers of kindergarten and day nursery

to achieve the purpose, thorough analyzing the various arguments about integrating day

nursery into kindergarten, making all children get kindergarten education, training

teachers before and after World War Ⅱ.
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１．研究開始当初の背景
規制緩和や地方分権の流れを受けて、幼児

保育システムの再編成が急速に進行してい
る。すでに地方自治体では財政難を背景に、
行政の合理化の一環として幼稚園と保育所
の一体的な運営に取り組んでおり、2006 年
10 月からは「認定こども園」の制度もスター
トした。また、多くの私立幼稚園では保育時
間外に「預かり保育」を実施するなど、保育
ニーズの多様化に対応した経営を行ってお
り、幼稚園と保育所の実態的な差異は縮小し
ている。しかし、そうした一連の動きは、文
科・厚労両省、地方自治体、幼稚園それぞれ
が、急激な社会変化への対応を迫られた末に
案出した弥縫策にすぎず、幼保の二元的行政
システムがもたらす矛盾を根本から解決す
るものとはなっていない。

その一方で、諸外国における幼児保育の一
元化・無償化・義務化の流れを受けて、幼児
教育・保育改革が政策課題として提出され、
イギリスやフランス、韓国などの海外の先進
事例についての検討が進められているが、日
本の幼児保育は諸外国とは異なる社会的背
景のもとで、幼稚園と保育所が独自の展開を
たどりながら成立、発展したものであり、そ
の歴史的・社会的背景の検討なしに制度改革
の確かな方向性を示すことは難しい。
そこで、本研究では戦後日本の幼児保育の

展開過程を明らかにすることを通して、今日
なお課題として残されている問題の所在と
解決方策を見いだすこととしたい。

２．研究の目的
本研究では、戦後日本の幼児保育の展開を、

制度、行財政、理論、カリキュラム、保育実
践、保育者の養成と現職研修といった側面か
ら、総合的・実証的に明らかにすることを第
一の課題とし、戦後改革による新制度のスタ
ートから高度経済成長期に至る日本の幼児
保育を歴史的に跡付けるとともに、日本にお
ける幼保二元化政策の形成とその特質の解
明を図る。また、幼保二元化政策との関わり
で常に課題として提起されている幼保一元
化や 5 歳児保育の義務制・無償制、保育者の
養成・資格をめぐる課題については、1930～
1960 年代を対象に問題史的アプローチを行
い、戦後日本の幼児保育問題の全体像を描き
出すこととしたい。これら歴史的・実証的検
討は、日本の幼児保育史研究の進展にとって
不可欠であるばかりでなく、今日の幼児保育
をめぐる政策課題を検討する上でも、重要な
示唆を与えるものとなると考える。

３．研究の方法
本研究には 7名の研究者による共同研究で

あり、戦後幼児保育史関係資料の調査と収集

を分担して行うとともに、下記のテーマを中
心に研究を進めた。

(1)戦後幼児保育制度の成立・展開過程に関
する研究

①学校教育法・児童福祉法の成立過程に関す
る研究

②幼稚園・保育所の行財政に関する研究

(2)カリキュラム、内容・方法に関する研究
①戦後直後の保育理論および保育カリキュ
ラムに関する研究

②保育要領・幼稚園基準・幼稚園教育要領に
関する研究

③保育所保育指針に関する研究

(3)幼稚園・保育所における保育実践に関す
る研究

(4)保育者養成制度、現職研修に関する研究

４．研究成果
主な研究成果を示せば、以下の通りである。

(1)戦後の幼児保育制度の成立・展開過程に
関する研究

①1930 年代以降の保育界における幼児教育
制度改革案について、全国幼稚園関係者大
会、帝国教育会幼児教育部の学制改革案、
教育審議会における幼児教育論議、全日本
保育聯盟による幼児教育改革構想を中心
に検討し、その具体相を明らかにした。そ
の結果、1930～40 年代前半を通じて、保育
界は一貫して幼稚園教育の義務制と保姆
養成機関の整備・拡充、保姆の資格向上を
求めて運動を展開していたこと、それらの
幼児教育制度改革案は戦時下においては
実現を見ずに終わったが、戦後、再提起さ
れ、戦後の幼児教育制度改革に影響を与え
たことが明らかとなった。

②戦後の幼児教育制度改革について、連合国
最高司令官総司令部民間情報教育局文書
（GHQ/SCAP Records, Civil Information
and Education Section）などの占領関係
文書を用いて検討し、保育要領や幼稚園基
準の作成過程とその特質を明らかにした。
また、幼稚園教育要領および幼稚園設置基
準の制定過程の検討を通して、幼稚園の教
育課程や学級編制のあり方といった幼稚
園の制度的枠組みが小学校教育との関係
において形成されていったことが明らか
となった。

(2)カリキュラム、内容・方法、保育実践に
関する歴史研究



①1930～40 年代の奈良女子高等師範学校附
属幼稚園の保育内容・方法改革の実際につ
いて、奈良女子大学附属幼稚園所蔵の保育
日誌等の史料をもとに明らかにした。

②北海道函館市の遺愛幼稚園の史料をもと
に、キリスト教主義幼稚園の保育実践史を
具体的に描き出した。

③岡山県倉敷市の保育所「若竹の園」の創設
とその後の保育の展開を保育日誌等の史
料をもとに明らかにした。

④保育カリキュラムおよび幼小連携をめぐ
る問題について歴史的検討を行い、戦前・
戦後を貫く幼児教育問題の特質を明らか
にした。幼小連携・接続に関する歴史研究
の成果は、文部科学省「幼児期の教育と小
学校教育の円滑な接続の在り方に関する
調査研究協力者会議（第 4回）」（2010.5.6）
において、「幼稚園と小学校の連続・接続
をめぐる歴史的考察」（湯川嘉津美）とし
て報告され、会議の参考に供された。

(3)戦後の保育者養成・現職研修の成立と展
開に関する研究

①1930 年代に開催された第五回・第六回の全
国幼稚園関係者大会を対象に、保姆養成制
度と保姆資格・待遇の向上をめぐる議論お
よび建議内容の分析・検討を行い、戦前期
の保姆養成問題の内実を明らかにした。

②戦時下の高等女学校に導入された保育実
習と実習指導の実際を明らかにし、戦後の
高等学校における保育実習や県立幼稚園
設置との関連について考察した。

③戦後改革期の幼稚園教員認定講習会（再教
育講習）について、1947 年の愛育会主催「全
国保姆指導講習会」の関係史料を発掘し、
そこで伝えられた戦後新保育の理念と内
容を明らかにした。

④1950～51 年の教育指導者講習（IFEL）にお
ける「幼稚園教育」講習の内容とその研究
成果について、講義筆記および幼年教育研
究会の機関誌『幼年教育』の分析を通して
明らかにした。IFEL ではアメリカ人講師ル
イスによって幼児観察に基づく保育実
践・保育研究の方法が伝授され、それが戦
後の保育実践研究の基礎を築いていくが、
また、そこでは幼児期から小学校低学年の
教育が「幼年教育」として捉えられ、幼年
教育の義務制の可否や幼稚園と保育所と
の関係、幼稚園と保育所、小学校低学年教
育の関連等が論じられており、その研究成
果はその後の幼小連携・接続をめぐる議論

の先駆として注目される。
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